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NEXCO西日本におけるBIM/CIM基本方針
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NEXCO西日本におけるBIM/CIM計画

※更なる進化：国の動向を見つつ適宜対応
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モデル事務所の設置

支社名 モデル事務所 事業名等

関西 和歌山工事事務所
阪和道４車線化
（印南～南紀田辺）

中国 千代田高速道路事務所
浜田道４車線化
（大朝～瑞穂～旭）

四国 愛媛工事事務所
松山道４車線化
（伊予～内子五十崎）

九州 宮崎高速道路事務所
東九州道４車線化（高鍋～西都）
新富スマートIC（仮称）
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ＢＩＭ／ＣＩＭ原則適用の概要























※クラウドサービスを使用中
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３次元モデルの活用 （義務項目）
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３次元モデルの活用 （義務項目）
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３次元モデルの活用 （推奨項目）



8

ＢＩＭ／ＣＩＭ現場活用事例の紹介

①JCT橋梁交差箇所における建築限界、施工干渉チェック

✔将来の維持管理を考慮
✔合意形成の迅速化

○新設する本線及びランプ橋が、狭小な谷
地形において、供用中の国道、一般道、高
速道路と立体交差する６層構造となってい
るため、３次元モデルや模型を用いることで、
完成イメージの共有が容易となったことによ
り、関係機関と早期の合意形成が図れた。

○将来の維持管理を考慮し、交差部上空の
建築限界の確認や、橋梁架設に関する各
ステップごとのクレーン配置計画について
検討したもの。
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ＢＩＭ／ＣＩＭ現場活用事例の紹介

①部材同士の干渉チェック

✔可視化による手戻り防止
✔合意形成の迅速化

○複雑な構造や部材同士の取り合いが
把握しづらい箇所を３次元モデルにより
可視化することで、部材同士の干渉の
チェックを行ったもの。

○３次元モデルを用いた設計打合せを行
うことで、視覚的に理解しやすくなり、設
計打合せに要する時間の短縮が図れ
た。
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ＢＩＭ／ＣＩＭ現場活用事例の紹介

①３DレーザスキャナによるCIMモデルの作成
②支障物の可視化、施工計画・対策検討

③関係機関協議、広報活動への活用

【広報パンフレット（抜粋）】【現況・拡幅後のモデル】

✔可視化による不具合チェック
✔合意形成の迅速化



高速道路に挟まれた狭隘な箇所で施工する橋脚において、BIM/CIM並びにICT技術を試行活用する
ことで施工時の安全性や施工計画の不具合等による手戻りの防止、出来形確認の効率化など生産性
向上を図る

■３Dモデルを活用した施工検討・安全確認の実施

① 施工検討シミュレーションイメージ ② 走行シミュレーション

施工ステップの確認 安全配慮箇所や潜在リスクなどの抽出

③ 3Dシミュレーション動画の活用
高速道路走行車両からの施工状況の確認

実際に使用する機械や資材をモデル化、ブームの長さや動き、旋回などを
忠実に再現し、本線上の狭隘な作業箇所における施工検討を行い課題を抽出

ＢＩＭ／ＣＩＭ現場活用事例の紹介
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✔危険箇所（リスク）の抽出
✔施工計画の共有
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ＢＩＭ／ＣＩＭ等を活用した生産性向上の取組み


